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第31回日本外傷学会日程表

第 ２日目　 ６月 ２日（金）

第 １会場（501＋502）

９：00〜１１：00
特別企画
「外傷手術への挑戦」

座長：済生会横浜市東部病院横浜市重症外傷センター　北野　光秀
島根大学医学部附属病院高度外傷センター　渡部　広明

SE1-1．	 口腔顎顔面外傷手術治療への挑戦：外傷救急治療連携と一貫治療の重要性
	 � 島根大学医学部歯科口腔外科学講座，医学部附属病院顎顔面外傷センター　管野　貴浩
SE1-2．	 頸部鈍的外傷による気管断裂から機能温存に成功した １例
	 � 済生会横浜市東部病院耳鼻咽喉科　大塚　邦憲
SE1-3．	 心停止に陥った左外傷性血胸に対しDamage Control Surgery を施行した １救命例
	 � 公立豊岡病院但馬救命救急センター	

岡　　和幸
SE1-4．	 胸壁破壊に対するDamage Control Surgery
	 � 島根大学医学部Acute Care Surgery講座 /島根大学医学部附属病院高度外傷センター

下条　芳秀
SE1-5．	 3b型肝損傷（肝静脈損傷合併例）―手術及び術後合併症に苦慮した １例―
	 � 独立行政法人国立病院機構災害医療センター救命救急センター　岡田　一郎
SE1-6．	 救命できなかった十二指腸断端縫合不全の ２例
	 � 日本医科大学付属病院　瀧口　　徹
SE1-7．	 ダメージコントロール手術下の血管損傷，シャントか一期的修復か
	 � 帝京大学医学部附属病院救命救急センター　千葉　裕仁
SE1-8．	 両側人工股関節置換後恥骨結合離開を伴う骨盤骨折に対する damage control orthopedics
	 � 慶應義塾大学医学部救急医学　宇田川和彦

１１：00〜１２：00
招待講演 ２

座長：近畿大学医学部附属病院救命救急センター　村尾　佳則
「TRAUMATIC PERIHEPATIC/HEPATIC BLEEDING：PARENCHYMA, RETROHEPATIC CAVA, 
PORTAL VEIN」

University of California, San Diego　Raul Coimbra

１２：１0〜１３：00
ランチョンセミナー ４（共催：日本ベーリンガーインゲルハイム株式会社）

座長：済生会横浜市東部病院横浜市重症外傷センター　北野　光秀
「救急医療における中和剤イダルシズマブの必要性」

帝京大学医学部附属病院病院長　坂本　哲也
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１３：１0〜１５：１0
パネルディスカッション １
「本邦における外傷センターの整備」

座長：りんくう総合医療センター大阪府泉州救命救急センター　松岡　哲也
東京医科歯科大学大学院救急災害医学分野　大友　康裕

基調講演「行政機関による重症外傷センターの設置：横浜市重症外傷センターの成立ち」
東京大学大学院医学系研究科救急医学　森村　尚登

PD1-1．	 �横浜市重症外傷センター開設後 ２年間の事後検証結果：当市における重症外傷症例搬送の現
状と課題

	 � 国立病院機構横浜医療センター救命救急センター　古谷　良輔
PD1-2．	 社会に対するOutcome を重視した外傷センター整備が必要である
	 � 日本医科大学千葉北総病院救命救急センター　益子　一樹
PD1-3．	 地方でどのように外傷センターを構築するか？-高度外傷センターでの取り組みと提言-
	 � 島根大学医学部附属病院高度外傷センター /島根大学医学部Acute Care Surgery 講座	

渡部　広明
PD1-4．	 地方中核都市における外傷センターはどうあるべきか〜鹿児島からの提言
	 � 社会医療法人緑泉会米盛病院救急科　冨岡　譲二
PD1-5．	 DPC データからみた本邦における施設外傷症例数と転帰との関連
	 � 東京医科歯科大学医学部附属病院救命救急センター　遠藤　　彰
PD1-6．	 外傷診療の需給に関する考察：地域外傷システムの構築へ向けて
	 � 帝京大学医学部救急医学講座　藤田　　尚

１５：１0〜１７：00
パネルディスカッション ３
「Hybrid ER：外傷診療のパラダイムシフト」

座長：関西医科大学総合医療センター救急医学科　中森　　靖
帝京大学医学部救急医学講座　藤田　　尚

PD3-1．	 Hybrid ER 始動に向けての取り組み
	 � 徳島県立中央病院外傷センター　大村　健史
PD3-2．	 救命センター隣接型外傷センターにおけるHybrid ER 構想
	 � 島根大学医学部Acute Care Surgery 講座 /島根大学医学部附属病院高度外傷センター

比良　英司
PD3-3．	 我々の施設にHybrid ER を導入するメリットはあるか？
	 � 日本医科大学付属病院高度救命救急センター　金　　史英
PD3-4．	 Hybrid ER 作りました〜設計・施工から運用開始までの問題点〜
	 � 兵庫県災害医療センター高度救命救急センター　松山　重成
PD3-5．	 Hybrid ER の使用に関する検討
	 � 帝京大学医学部救急医学講座　長尾　剛至
PD3-6．	 ハイブリッドERを有効利用するための整備とその後の体制強化
	 � 自治医科大学附属さいたま医療センター救命救急センター　守谷　　俊
PD3-7．	 ハイブリッドERによる外傷診療のパラダイムシフト
	 � 社会医療法人緑泉会米盛病院救急科　畑　　倫明
PD3-8．	 外傷診療におけるHybrid ER の有用性の検討（ ２番めに導入した施設としての経験）
	 � 東京都立墨東病院高度救命救急センター　杉山　和宏
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PD3-9．	 大阪急性期・総合医療センターにおけるHybrid ER の経験知とエビデンス
	 � 大阪急性期・総合医療センター救急診療科　藤見　　聡

１７：00〜
閉会式

第31回日本外傷学会総会・学術集会会長　北野　光秀

第 ２会場（503）

９：00〜１0：00
委員会企画
「多施設臨床研究委員会：多施設臨床研究推進に向けて動く」

座長：東北大学病院高度救命救急センター　久志本成樹
防衛医科大学校防衛医学研究センター外傷研究部門　齋藤　大蔵

CO-1．	 多施設臨床研究委員会による臨床研究推進体制
東北大学病院高度救命救急センター　久志本成樹

CO-2．	 鈍的脾損傷および肝損傷治療の現状：前向き観察研究
国立国際医療研究センター救急科　萩原　章嘉

CO-3．	 大量輸血予測スコアの妥当性評価：前向き観察研究
	 � 前橋赤十字病院高度救命救急センター集中治療科・救急科　小倉　崇以
CO-4．	 膵・十二指腸損傷に関する多施設レジストリー
� 東京都済生会中央病院救命救急センター　関根　和彦
CO-5．	 外傷症例における多施設共同脂肪塞栓症候群レジストリの構築
	 � 大阪大学医学部附属病院高度救命救急センター　吉矢　和久
CO-6．	 外傷急性期における赤血球輸血の至適閾値：Cluster randomized, double-crossover trial
	 � 北海道大学病院先進急性期医療センター　早川　峰司
CO-7．	 �新たな「外傷死の三徵」基準の外的妥当性を検証する前向き縦断研究
	 � 東京医科歯科大学医学部附属病院救命救急センター　遠藤　　彰
CO-8．	 �トラネキサム酸投与はどのような外傷患者に対して有効なのか？：J-OCTET 研究，

FORECAST研究，日本外傷学会多施設臨床研究の pooled data analysis
	 � 亀田総合病院救命救急科　白石　　淳
CO-9．	 �外傷患者のヘパリン起因性血小板減少症（heparin-induced thrombocytopenia：HIT）発症

とHIT抗体陽性化のメカニズムを探る前向き観察研究
	 � 東北大学病院高度救命救急センター　藤田　基生
CO-10．	 低血圧容認蘇生戦略の可能性を探る
	 � 香川大学医学部附属病院救命救急センター　一二三　亨

１0：00〜１１：４0
多職種連携セッション
「外傷センターが求めるスタッフ像」

座長：帝京大学医学部救急医学講座　坂本　哲也
大阪市立大学大学院医学研究科救急医学　溝端　康光

MD-1．	 外傷センターにおける外傷麻酔の専門性
	 � 防衛医科大学校病院救急部　吉村　有矢
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MD-2．	 外傷診療におけるチームパフォーマンス向上に必要な多職種連携の課題
	 � 島根大学医学部附属病院救命救急センター　森山詠美子
MD-3．	 重症外傷センターが求める看護師の実践力と役割
� 恩賜財団済生会横浜市東部病院救命救急センター　櫻井　祥子
MD-4．	 外傷診療における薬剤師の取り組み
	 � 日本医科大学千葉北総病院薬剤部　渡邉　暁洋
MD-5．	 外傷センターにおいて活きる臨床検査技師
� 日本救急検査技師認定機構　福田　篤久
MD-6．	 外傷センターが求めるスタッフ像　診療放射線技師の立場から

りんくう総合医療センター放射線技術科　西池　成章
MD-7．	 救命センターにおける外傷患者に対する臨床工学技士の役割

大阪府三島救命救急センター医療技術部臨床工学科　上林　哲生
MD-8．	 外傷急性期における他職種連携〜早期理学療法介入での当院の取り組み〜
	 � 堺市立総合医療センターリハビリテーション技術科　木村　純子

１２：１0〜１３：00
ランチョンセミナー ５（共催：一般社団法人日本血液製剤機構）

座長：済生会横浜市東部病院横浜市重症外傷センター　折田　智彦
「外傷患者の重症感染症に対する多角的アプローチ 〜感染症治療，栄養療法，リハビリテーション〜」

北里大学医学部救命救急医学　片岡　祐一

１４：４0〜１５：４0
一般口演 ２
凝固障害・輸血療法

座長：松戸市立病院救命救急センター　村田　希吉
O2-1．	 日本人におけるプロトロンビン複合体製剤によるビタミンK拮抗薬の抗凝固作用是正効果
	 � 国立大学法人東北大学東北大学病院高度救命救急センター　久志本成樹
O2-2．	 本邦と欧米のMassive Transfusion を比較する－RBC 10単位の違いから
	 � 国立病院機構災害医療センター救命救急センター　井上　和茂
O2-3．	 外傷治療時における輸血量と生存の関係
	 � 大阪市立大学医学研究科救急医学　西村　哲郎
O2-4．	 重症外傷患者に対するクリオプレシピテートによるフィブリノゲン早期補充戦略の可能性
	 � 東北大学病院高度救命救急センター　吉田良太朗
O2-5．	 外傷性脳損傷に伴う凝固障害患者におけるTargeted Temperature Management の有効性
	 � 香川大学医学部附属病院救命救急センター　一二三　亨
O2-6．	 当センターにおける重症外傷における超緊急輸血の取り組みと問題点
	 � 福島県立医科大学医学部救急医療学講座　鈴木　　剛

１５：４0〜１6：２５
動画セッション

座長：八戸市立市民病院救命救急センター　今　　明秀
MS1-1．	 頸部刺創による気管断裂に対して胸骨正中切開開胸により修復した １例
	 � 北里大学医学部救命救急医学　片岡　祐一
MS1-2．	 外傷センターにおける内視鏡外科手術の実際
	 � 埼玉医科大学総合医療センター高度救命救急センター　松田　真輝
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MS1-3．	 外傷性腎盂尿管移行部完全断裂の一例
	 � 済生会横浜市東部病院泌尿器科　梅田　浩太

第 ３会場（511＋512）

９：00〜１２：00
事態対処医療体験コーナー

企画：防衛医科大学校防衛医学研究センター外傷研究部門　齋藤　大蔵
協力：防衛医科大学校，陸上自衛隊衛生学校，自衛隊中央病院

１４：４0〜１７：00
キャスト・スプリントハンズオンセミナー（共催：BSN medical 株式会社）
「“Advanced Casting & Splinting Skills in Trauma”」

第 ４ 会場（303＋304）

１0：00〜１１：00
教育講演 ２（外傷教育セミナー）（外科専門医修練カリキュラム）
「外傷外科シミュレーションの現在」

座長：帝京大学医学部救急医学講座　藤田　　尚
「ASSET：Advanced Surgical Skills for Exposure in Trauma」

University of Southern California, LAC＋USC Medical Center	
松島　一英

「DEFINITIVE SURGICAL TRAUMA CARE ― DSTC COURSE」
University of the Witwatersrand, Johannesburg　 Kenneth Boffard

１１：00〜１１：５0
一般口演 ３
病態生理・基礎研究

座長：東京医科歯科大学医学部附属病院救命救急センター　相星　淳一
O3-1．	 当院における外傷患者血中プロカルシトニン濃度と重症度の検討
	 � 愛知医科大学高度救命救急センター救命救急科　津田　雅庸
O3-2．	 外傷患者における血清ビタミンＣラジカル測定の意義
	 � 大分大学医学部附属病院高度救命救急センター　竹中　隆一
O3-3．	 レーザー誘起衝撃波を用いたマウスモデルによる軽症頭部爆傷研究
	 � 防衛医科大学校防衛医学研究センター外傷研究部門　戸村　　哲
O3-4．	 重症病態では単球のアディポネクチン運搬能は，単球の分化誘導と関連して減少する
	 � 大阪大学医学部付属病院高度救命救急センター　梅村　　穣
O3-5．	 受傷後MRSA感染に対するCoQ10の投与効果
	 � 防衛医科大学校防衛医学研究センター外傷研究部門　宮崎　裕美
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１２：１0〜１３：00
ランチョンセミナー ６（共催：東芝メディカルシステムズ株式会社）

座長：関西医科大学総合医療センター救命救急センター　中森　　靖
「次世代のHybrid ER へ」

済生会横浜市東部病院横浜市重症外傷センター　船曵　知弘

１４：４0〜１6：１0
パネルディスカッション ４
「頭部外傷の治療限界への挑戦」

座長：国家公務員共済組合連合会立川病院救急科　並木　　淳
日本医科大学大学院医学研究科救急医学分野　横堀　將司

PD4-1．	 米国重症頭部外傷ガイドラインの主な改正点と重症頭部外傷の治療に関する最近のトピックス
	 � 国家公務員共済組合連合会立川病院救急科　並木　　淳
PD4-2．	 ダメージコントロール戦略の重症頭部外傷への応用
	 � 地方独立行政法人りんくう総合医療センター高度脳損傷・脳卒中センター　萩原　　靖
PD4-3．	 脳ヘルニアを伴った急性硬膜下血腫に対するCT撮影台上での超早期ドレナージ
	 � 近畿大学医学部附属病院救命救急センター　植嶋　利文
PD4-4．	 CT-angiography でみられる high density spot（HDS）の部位別転帰〜Hybrid 治療へ向けて
	 � 関西医科大学総合医療センター救命救急センター　早川　航一
PD4-5．	 重症頭部外傷の予後予測因子と治療戦略
	 � 獨協医科大学越谷病院脳神経外科　中江　竜太
PD4-6．	 再生医療を基にした頭部外傷治療戦略確立への挑戦
	 � 日本医科大学大学院医学研究科救急医学分野 /	

日本医科大学付属病院高度救命救急センター　横堀　將司

第 ５会場（301＋302）

１３：１0〜１３：４6
ポスターセッション25
胸部 １胸壁

座長：岡山大学病院救急科　山田　太平
P25-1．	 当センターにおける肋骨固定術の成績
	 � 日本医科大学千葉北総病院救命救急センター　樽本　浩司
P25-2．	 多発肋骨骨折による陽圧呼吸管理開始の Indication
	 � 市立函館病院救急科　平山　　傑
P25-3．	 肋骨骨折の検討
	 � 巨樹の会新武雄病院総合救急科　堺　　正仁
P25-4．	 フレイルチェストを伴う多発肋骨骨折の ２例
	 � 高知医療センター整形外科　枦元佑大郎
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１３：１0〜１３：４6
ポスターセッション27
骨盤・四肢　血管損傷

座長：帝京大学医学部附属病院外傷センター　黒住　健人
P27-1．	 鈍的外傷による膝窩動脈損傷症例の検討
	 � 近畿大学医学部救命救急センター /近畿大学医学部心臓血管外科　鷹羽　浄顕
P27-2．	 二か所の血管損傷を伴った重症虚血性四肢外傷
	 � 埼玉医大総合医療センター高度救命救急センター　森井　北斗
P27-3．	 外傷性膝窩動脈損傷にDistal Bypass 施行し救肢した １例
	 � 済生会横浜市東部病院血管外科　齋田　文貴
P27-4．	 重症骨盤骨折・下肢多発外傷と外腸骨動脈閉塞　－再還流手技なく救肢できた １例－
	 � 済生会福岡総合病院救命救急センター　柳瀬　　豪

１３：１0〜１３：４6
特別ポスターセッション １「我が病院のMTP（Massive Transfusion Protocol）」

座長：大阪府立中河内救命救急センター　中川淳一郎
SP1-1．	 当院でのMTP－円滑な運用には日頃の検証・訓練が重要－
	 � 独立行政法人国立病院機構災害医療センター救命救急センター　岡田　一郎
SP1-2．	 当院の大量輸血プロトコル
	 � 京都第二赤十字病院救命救急センター　岡田　遥平
SP1-3．	 クリオプレシピテート製剤を含むMassive Transfusion Protocol
	 � りんくう総合医療センター大阪府泉州救命救急センター　石井　健太
SP1-4．	 手稲渓仁会病院救命救急センターにおける大量輸血プロトコル
	 � 手稲渓仁会病院　小野寺良太

１３：１0〜１３：４6
特別ポスターセッション ３「我が病院のMTP（Massive Transfusion Protocol）」

座長：兵庫県立西宮病院救命救急センター　鵜飼　　勲
SP3-1．	 山梨県立中央病院救命救急センターの大量輸血プロトコル（MTP）
	 � 山梨県立中央病院救命救急センター　岩瀬　史明
SP3-2．	 市中病院救命救急センターにおけるMTP運用・危機的出血対応の工夫
	 � JCHO中京病院救急科　中島　紳史
SP3-3．	 慶應義塾大学病院救急科のMassive Transfusion Protocol
	 � 慶應義塾大学医学部救急医学　渋沢　崇行
SP3-4．	 当院の重症外傷に対するMassive transfusion protocol の現状と課題
	 � 済生会宇都宮病院　鯨井　　大

１３：４6〜１４：３１
ポスターセッション26
IABO/REBOA ２

座長：千葉大学大学院医学研究院救急集中治療医学　松村　洋輔
P26-1．	 重症体幹部外傷における大動脈遮断のBest Practice は？
	 � 公立豊岡病院但馬救命救急センター /島根大学医学部Acute Care Surgery 講座	

岡　　和幸
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P26-2．	 外傷外科チーム発足前後の IABO/REBOA症例の検討
	 � 佐賀大学医学部先進外傷治療学講座　永嶋　　太
P26-3．	 当院での重症外傷における IABO（大動脈遮断バルーンカテーテル）を用いた治療戦略
	 � 独立行政法人国立病院機構大阪医療センター救命救急センター　家城　洋平
P26-4．	 外傷蘇生における IABO/REBOAの標準化について考える
	 � 熊本赤十字病院救命救急センター外傷外科　林田　和之
P26-5．	 REBOAと関連した高い死亡リスクは施設間格差では説明できない
	 � 亀田総合病院救命救急科 /東京医科歯科大学医学部附属病院救命救急センター

白石　　淳

１３：４6〜１４：３１
ポスターセッション28
胸部 ２　心・大血管

座長：筑波メディカルセンター病院救命救急センター　河野　元嗣
P28-1．	 trauma call の発令により救命しえた鋭的心損傷の １例
	 � 大阪府済生会千里病院千里救命救急センター　伊藤　裕介
P28-2．	 外傷性胸部大動脈損傷により腹部大動脈以遠の重篤な虚血を呈した一救命例
	 � 関西医科大学総合医療センター救命救急センター　和田　大樹
P28-3．	 鈍的胸部大動脈損傷の縦隔外破裂を含む重症多発外傷の一救命例
	 � 北里大学医学部救命救急医学　丸木　英雄
P28-4．	 鈍的胸部大動脈損傷に対するステント術の検討
	 � 山梨県立中央病院救急科　小林　辰輔
P28-5．	 肋骨骨折に伴う大動脈損傷で遅発性血胸をきたしCPAに至った １例
	 � 済生会横浜市東部病院外科　高島　順平

１３：４6〜１４：２２
特別ポスターセッション ２「我が病院のMTP（Massive Transfusion Protocol）」

座長：東北大学病院高度救命救急センター　野村　亮介
SP2-1．	 救命救急センターにおける大量輸血プロトコルの実態
	 � 日本医科大学千葉北総病院救命救急センター　齋藤　伸行
SP2-2．	 Massive Transfusion Protocol based on the Traumatic Bleeding Severity Score
	 � 前橋赤十字病院高度救命救急センター集中治療科救急科　小倉　崇以
SP2-3．	 川崎市立川崎病院　救命救急センターのMTP
	 � 川崎市立川崎病院救命救急センター救急科　齋藤　　豊
SP2-4．	 当院におけるMTP（massive transfusion protocol）適応および施行について
	 � 済生会横浜市東部病院横浜市重症外傷センター　中道　　嘉
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第 ６会場（311＋312）

１３：１0〜１３：４6
ポスターセッション29
合併症

座長：大阪府済生会千里病院千里救命救急センター　佐藤　秀峰
P29-1．	 肋骨骨折，胸腰椎圧迫骨折から脂肪塞栓症を発症した一例
	 � 群馬大学医学部附属病院救命救急センター　市川　優美
P29-2．	 両大腿骨骨幹部骨折術後に電撃型脂肪塞栓症を発症した １例
	 � 済生会横浜市東部病院整形外科　松本　　亮
P29-3．	 骨盤骨折に伴うVTEの発生率
	 � 岡山大学大学院医歯薬総合研究科地域救急・災害医療学講座　山川　泰明
P29-4．	 重症外傷における悪性症候群の特徴
	 � 東京都済生会中央病院救命救急センター　武部元次郎

１３：１0〜１３：４6
ポスターセッション31
病院前外傷診療 １

座長：公立豊岡病院但馬救命救急センター　小林　誠人
P31-1．	 当院におけるドクターヘリ導入前後の外傷症例の比較
	 � 済生会滋賀県病院救急集中治療科　加藤　文崇
P31-2．	 草刈り機による鋭的多発外傷に伴う出血性ショックの １例
	 � 県立広島病院救急科　伊関　正彦
P31-3．	 早期の気道確保・圧迫止血こそが頚部刺創傷病者の救命への近道である
	 � 前橋赤十字病院高度救命救急センター集中治療科・救急科　町田　浩志
P31-4．	 ドクターヘリによる病院前診断の限界-胸部大動脈損傷の １例
	 � 岩手医科大学救急・災害・総合医学講座救急医学分野　山田　裕彦

１３：１0〜１３：４6
研修医セッション １

座長：順天堂大学医学部附属練馬病院救急・集中治療科　杉田　　学
IP1-1．	 コイル塞栓術により救命し得た外傷性内胸動脈損傷の一例
	 � 群馬大学医学部附属病院救命救急センター　福島　一憲
IP1-2．	 四肢鈍的外傷における血管損傷の検討
	 � 君津中央病院初期臨床研修医　山根　綾夏
IP1-3．	 自転車のハンドル外傷による3b 型膵損傷に対して，膵体尾部切除術を施行した一例
	 � 済生会横浜市東部病院救急部　中野亜由美
IP1-4．	 Multimodal Monitoring が奏功した頭部外傷後心停止における一救命例
	 � 日本医科大学付属病院　白井　清香
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１３：４6〜１４：３１
ポスターセッション30
多発外傷

座長：東京医科歯科大学医学部附属病院救命救急センター　森下　幸治
P30-1．	 重篤な外傷への挑戦
	 � 東海大学医学部外科学系救命救急医学　大塚　洋幸
P30-2．	 外傷性大動脈損傷と骨盤骨折，両側前腕開放骨折受傷した多発外傷傷病者への対応の一例
	 � 飯塚病院集中治療部　平松　俊紀
P30-3．	 体幹部外傷におけるDelayed operation 症例の検討
	 � 日本医科大学高度救命救急センター　萩原　一樹
P30-4．	 肺合併症予防，早期離床からみた多発外傷における整形外科的処置の至適時期の考察
	 � 公立陶生病院救命救急センター　市原　利彦
P30-5．	 過去10年間に当院救命救急センターに搬送された胸腹部刺創等患者についての検討
	 � 川口市立医療センター救命救急センター　中野　公介

１３：４6〜１４：３１
ポスターセッション32
病院前外傷診療 ２

座長：大阪府済生会千里病院千里救命救急センター　林　　靖之
P32-1．	 救急隊による外傷患者の重症判断の精度は高められるか？
	 � 日本医科大学多摩永山病院救命救急センター　諸江　雄太
P32-2．	 外傷患者におけるドクターカー運用の在り方
	 � りんくう総合医療センター大阪府泉州救命救急センター　福間　　博
P32-3．	 外傷症例に対するさいたま赤十字病院ドクターカーの出動内容の検討
	 � さいたま赤十字病院救急科　鈴木　　源
P32-4．	 当院ドクターカーが出動した外傷症例のまとめ
	 � 徳島赤十字病院救急部　吉岡　勇気
P32-5．	 病院前救急診療で脱気した緊張性気胸の一例
	 � 徳島赤十字病院　松永　直樹

１３：４6〜１４：２２
研修医セッション ２

座長：東京女子医科大学八千代医療センター救急科・集中治療部　湯澤　紘子
IP2-1．	 社会復帰となった11階からの墜落外傷
	 � 岡山大学病院卒後臨床研修センター　松尾　聡子
IP2-2．	 広範囲デグロービング損傷を伴った下肢開放骨折の治療経験
	 � 大阪府三島救命救急センター　津本　柊子
IP2-3．	 鹿との遭遇で受傷した自動車交通外傷の一例
	 � 順天堂大学医学部付属静岡病院救急診療科　長澤　宏樹
IP2-4．	 アルコール離脱症候群の癲癇発作により骨盤骨折を受傷した １例
	 � 慶應義塾大学病院卒後臨床研修センター　鎌田　亜紀
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第 ７会場（313＋314）

１３：１0〜１３：４6
ポスターセッション33
脊椎・脊髄 １

座長：山梨県立中央病院整形外科　岩瀬　弘明
P33-1．	 高齢者に生じた軸椎骨折 ３例の検討
	 � 東京慈恵会医科大学附属柏病院救急部　北村　拓也
P33-2．	 高齢者の歩行中の転倒は危険だ-高位頸髄損傷の ２例-
	 � 日本医科大学武蔵小杉病院救命救急センター　山村　英治
P33-3．	 高齢者の頚椎歯突起骨折治療
	 � 関西医科大学総合医療センター救命救急センター　岩瀬　正顕
P33-4．	 不安定性を認めた非骨傷性頸髄損傷の検討
	 � 埼玉医科大学総合医療センター　大饗　和憲

１３：１0〜１３：４6
ポスターセッション35
頭部 ３　手術

座長：近畿大学医学部附属病院救命救急センター　植嶋　利文
P35-1．	 重症急性硬膜下血腫症例の手術例と非手術例の比較検討
	 � 飯塚病院救急部　山田　哲久
P35-2．	 大量鼻出血を繰り返し，治療に難渋した蝶形骨洞内動脈瘤の一例
	 � 平塚市民病院脳神経外科　荒井　信彦
P35-3．	 内頚動脈破裂を伴う重症頭部外傷に対して damage control strategy を用いた一救命例
	 � りんくう総合医療センター脳神経外科　菱川　恭子
P35-4．	 ER での頭部外傷に対する外科的治療に於けるコードレス穿孔器の可能性
	 � 済生会横浜市東部病院脳神経センター脳神経外科　峯　　　裕

１３：１0〜１３：４6
ポスターセッション37
頭部 ２　統計・その他

座長：順天堂大学医学部附属静岡病院救急診療科　柳川　洋一
P37-1．	 脳神経外科手術を要した頭部単独外傷群と多発外傷群における転帰の比較
	 � 防衛医科大学校防衛医学研究センター外傷研究部門 /防衛医科大学校病院救急部	

瀬野宗一郎
P37-2．	 頭部外傷を伴う多発外傷患者の社会復帰における pitfall
	 � 山口大学医学部脳神経外科 /山口大学医学部附属病院先進救急医療センター　末廣　栄一
P37-3．	 女性の慢性硬膜下血腫の検討
	 � 東海大学医学部脳神経外科学　堀田　和子
P37-4．	 当救命救急センターに搬送された頭蓋底骨折患者における頭頸部合併外傷の検討
	 � 帝京大学医学部附属病院高度救命救急センター　大山　裕太
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１３：４6〜１４：３１
ポスターセッション34
脊椎・脊髄 ２

座長：埼玉医科大学総合医療センター高度救命救急センター　井口　浩一
P34-1．	 当院高度救命救急センターにおける脊椎・脊髄損傷症例の検討
	 � 久留米大学病院高度救命救急センター　後藤　雅史
P34-2．	 当院救命センターへ救急搬送された脊椎・脊髄損傷患者の検討
	 � 東京慈恵会医科大学附属柏病院救命センター　平沼　浩一
P34-3．	 当院における頸髄損傷に対する緊急除圧手術の試み
	 � 山梨県立中央病院整形外科 /山梨県立中央病院救命救急センター　木下　大輔
P34-4．	 急性期頚椎外傷例における頚椎前方固定術後の嚥下障害
	 � 聖隷三方原病院　石濱　嘉紘
P34-5．	 頸髄損傷に伴う徐脈についての検討
	 � 熊本赤十字病院外傷外科　堀　　耕太

１３：４6〜１４：３１
ポスターセッション36
頭部 ４　その他

座長：済生会滋賀県病院救命救急センター・救急集中治療科　塩見　直人
P36-1．	 治療に困難を要した，汎血球減少症の頭部外傷の １例
	 � 石川県立中央病院脳神経外科　村上　健一
P36-2．	 演題取り下げ

P36-3．	 外傷性くも膜下出血後に細菌性髄膜炎が疑われた症例―髄液検査に対する考察―
	 � 亀田総合病院　折原　　優
P36-4．	 若手脳神経外科医のベトナムCho Ray Hospital Neurosurgery での挑戦
	 � 筑波メディカルセンター病院脳神経外科　中尾　隼三
P36-5．	 頭蓋内異物診断のピットフォール
	 � 済生会横浜市東部病院脳神経外科　稲葉　　真

１３：４6〜１４：３１
ポスターセッション38
外傷登録・統計

座長：東京医科大学救急・災害医学　織田　　順
P38-1．	 JTDB登録からみるER型救命救急センターにおける外傷患者の実態
	 � 神戸市立医療センター中央市民病院救命救急センター　井上　　彰
P38-2．	 当院の外傷診療における予測外死亡の検討
	 � 東京都済生会中央病院救命救急センター　関根　和彦
P38-3．	 当院における予測外生存に関連する因子の検討
	 � 東京都済生会中央病院救命救急センター　道浦　　悠
P38-4．	 重症体幹部損傷及び外傷性脳損傷診療における施設症例数と患者アウトカムの関係
	 � 東京大学医学部救急科学教室　和田　智貴
P38-5．	 Excel/VBAを利用した日本外傷データバンクへの効率的な登録の試み
	 � 東京都立墨東病院救急救命センター　大倉　淑寛
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１３：１0〜１３：４6
ポスターセッション39
胸部 ３　呼吸器

座長：東海大学医学部付属八王子病院　西海　　昇
P39-1．	 高度肥満を伴う外傷性気管支裂傷を clamshell 開胸で修復した １例
	 � 済生会横浜市東部病院呼吸器外科　井上　芳正
P39-2．	 気管支断裂による仮性肺嚢胞に対し胸腔鏡補助下小開胸気管支縫合術を施行した一例
	 � 平塚市民病院救急外科 /救急科　小林　陽介
P39-3．	 VV-ECMOを導入し救命し得た重症胸部外傷の １例
	 � 大阪済生会千里病院千里救命救急センター　権　　志成
P39-4．	 胸部鈍的外傷を主とした多発外傷に伴うDIC の １ 例
	 � 近畿大学医学部救急医学　石部　琢也

１３：１0〜１３：４6
ポスターセッション41
胸部 ５

座長：小田原市立病院救命救急センター　守田　誠司
P41-1．	 鈍的外傷による冠動脈損傷の治療及び予後規定因子に関する検討
	 � 札幌医科大学附属病院高度救命救急センター　文屋　尚史
P41-2．	 換気装置による陰圧性低酸素血症
	 � 愛知医科大学高度救命救急センター救命救急科　津田　雅庸
P41-3．	 外傷性窒息による心停止の救命例
	 � 鳥取県立中央病院　岡田　　稔
P41-4．	 開胸手術を要した縫い針による胸部刺傷・異物の一例
	 � 大阪大学医学部附属病院高度救命救急センター　射場　治郎

１３：１0〜１３：４6
ポスターセッション43
腹部 ３　膵臓

座長：川口市立医療センター救命救急センター　小川　太志
P43-1．	 踏みつけられて受傷した外傷性膵損傷の １例
	 � 公立那賀病院 /和歌山県立医科大学救急集中治療医学講座　山添　真志
P43-2．	 Letton-Wilson 手術を施行したⅢb型膵損傷の １例
	 � 東京都済生会中央病院救命救急センター　栗原　智宏
P43-3．	 膵損傷術後の仮性膵嚢胞に対して内視鏡的経胃膵嚢胞ドレナージ術が奏功した一例
	 � 東京都済生会中央病院救命救急センター　加藤　英生
P43-4．	 転落外傷にて搬送され膵仮性動脈瘤破裂から後腹膜出血をきたし死亡した一例
	 � 済生会熊本病院救急総合診療センター　尾崎　　徹
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１３：１0〜１３：４6
ポスターセッション45
腹部 ５　腸間膜

座長：済生会宇都宮病院救急科　加瀬　健一
P45-1．	 ハイブリッド手術室にて救命しえた腸間膜損傷の １例
	 � 刈谷豊田総合病院外科　犬飼　公一
P45-2．	 小腸間膜損傷による出血性ショックに対し ２回のダメージコントロール手術を要した一例
	 � 和歌山県立医科大学附属病院高度救命救急センター　置塩　裕子
P45-3．	 止血に難渋した外傷性腸間膜多発損傷の １例
	 � 長崎大学病院救命救急センター　猪熊　孝実
P45-4．	 TAEで止血しNOMが可能であった腸間膜損傷の １例
	 � 八戸市立市民病院救命救急センター　昆　　祐理

１３：４6〜１４：３１
ポスターセッション40
胸部 ４

座長：済生会宇都宮病院外科・救急　伊澤　祥光
P40-1．	 胸腔ドレーン先端位置の画像評価についての検討
	 � 手稲渓仁会病院　大西　新介
P40-2．	 胸腔ドレーンの挿入部位と葉間迷入に関する検討
	 � 福岡県済生会福岡総合病院救命救急センター救急科　中村　周道
P40-3．	 鈍的外傷後膿胸の発症危険因子に関する検討
	 � さいたま赤十字病院高度救命救急センター救急科　川浦　洋征
P40-4．	 Low resource setting において，銃創からの膿胸に対し胸腔を開放して救命し得た １例
	 � 国境なき医師団外科 /太田西ノ内病院外科　関　　聡志
P40-5．	 内胸動脈損傷を来した鈍的胸部外傷の一例
	 � 荒尾市民病院救急科　松園　幸雅

１３：４6〜１４：３１
ポスターセッション42
腹部 ２　Open Abdominal Management

座長：愛媛大学大学院医学系研究科救急航空医療学講座　佐藤　格夫
P42-1．	 外傷における open abdomen の有用性と課題
	 � 日本医科大学付属病院高度救命救急センター　新井　正徳
P42-2．	 ダメージコントロール手術を施行後の閉腹困難に対し，減張切開にて閉腹した １例
	 � 京都第二赤十字病院救急科　大岩　祐介
P42-3．	 腹部臓器損傷形態が比較的軽度であるもOpen abdomen managementを要した多発外傷の１例
	 � 国立病院機構仙台医療センター救急科　三宅のどか
P42-4．	 イレウス管挿入は，Open Abdomen 閉腹に有用か？
	 � 東京医科大学救急・災害医学分野　本間　　宙
P42-5．	 当院におけるOpen abdominal management 施行中の栄養管理
	 � 済生会横浜市東部病院栄養部　齊田　真理
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１３：４6〜１４：３１
ポスターセッション44
腹部 ４　肝胆脾

座長：北里大学医学部救命救急医学　片岡　祐一
P44-1．	 体幹部鈍的実質臓器損傷後の仮性動脈瘤・遅発性破裂合併症発生率とその時期の検討
	 � 大阪市立大学医学部付属病院救命救急センター　内田健一郎
P44-2．	 外傷後肝仮性動脈瘤の保存的治療に関する検討
	 � 大阪府三島救命救急センター　本田浩太郎
P44-3．	 Ⅲ型臓器損傷における治療の検討
	 � 青梅市立総合病院　大野　孝則
P44-4．	 遅発性に出血を来した肝損傷の １例
	 � 関西労災病院救急部　高松　純平
P44-5．	 遅発性破裂を来した肝仮性動脈瘤の １例
	 � 八戸市立市民病院救命救急センター　田中　　航

１３：４6〜１４：３１
ポスターセッション46
腹部 ６　消化管

座長：和歌山県立医科大学附属病院高度救命救急センター　上田健太郎
P46-1．	 交通外傷を契機に胃破裂を発症した １例
	 � 済生会横浜市東部病院救急部　古田土高志
P46-2．	 経皮内視鏡的造設胃瘻が脱落した胸腹部鈍的外傷の １例
	 � 加古川中央市民病院救急科　切田　　学
P46-3．	 診断が遅延した外傷性小腸断裂の １例
	 � 高知赤十字病院救命救急センター　山本祐太郎
P46-4．	 鈍的外傷による単独の小腸穿孔症例の検討
	 � 京都第二赤十字病院救命救急センター　石井　　亘
P46-5．	 杙創による膀胱直腸合併損傷の １例
	 � 北里大学医学部救命救急医学　花島　　資


